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研究課題 タブレット通知表を活用した授業実践 

副題 ～「メディアポートフォリオ」を活用した子供・教師・保護者をつなぐ新しい評価 ～ 

キーワード 体育・ポートフォリオ評価・保護者・通知表 

学校/団体 名 江戸川区立新田小学校 

所在地 〒１３４-００８８ 東京都江戸川区西葛西 8－16－1 
ホームページ http://edogawa.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=1310034 

 

１．研究の背景 

2017 年に改訂された小学校学習指導要領の解説体育科編では、自己の課題を見つけ、その課

題を解決する ICT 機器の活用例が示された。このような変更に見出されるように、これからの体

育科教育を考えていくうえで、ICT の活用は欠かせないものとなっていることが分かる。しかし、

体育での ICT 機器の活用が目指す動きの提示や、自己の動きの分析にとどまり、技術革新が著し

い今日にあっても、二十年前と変わらない発想で活用されている。 

昨年度までに体育実技スキルアップソフト（東京書籍）を活用して、体育授業における ICT

の利活用場面を「課題提示場面」「問題解決場面」「評価場面」に効果があることを明らかにして

きた。特に、評価場面では子供が授業中に撮りためた動画を蓄積していくメディアポートフォリ

オを行った。メディアポートフォリオを保護者と共有する中で、今までの一般的な通知表では、

子供の体育の学びが適切に伝わっているか疑問にあがった。そこで、子供・家庭・学校が密につ

ながるメディアポートフォリオ評価法を実施し、撮り溜めた動画情報をタブレット型の通知表と

して開発することに着想した。 

 

２．研究の目的 

①体育における ICT 機器の活用方法を検討する。 

②体育における ICT 機器を活用した新しいタブレット型の通知表を開発する。 

③子供や保護者や教員がタブレット型の通知表（メディアポートフォリオ）づくりを通して時間

の経過と共に、保護者の評価に関する認識がどのように変容し、どのようなコミュニケーショ

ンの形成があったのかを明らかにする。 

 

３．研究の経過 

時期 取り組み内容 

4 月 タブレットや体育実技スキルアップ支援ソフトの使用方法、タブレット通知表の研修 

5 月 
体育授業における ICT の活用を検討 

6 月 

7 月 １学期の重点場面である「活動提示場面」の検証 

8 月 パナソニック本社・東京学芸大学にて ICT 研究会合宿及び活動報告 

9 月 保護者に「子供の体育の学習に関するアンケート」第 1 回目の実施 
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10 月 体育授業における「問題解決場面」の有効性の検討 

11 月 タブレット通知表の作成と家庭への持ち帰り 

12 月 保護者に「子供の体育の学習に関するアンケート」第２回目の実施 

1 月 
「子供の体育の学習に関するアンケート」の変容を検証し、体育における ICT を利活

用したポートフォリオのリーフレット作成 

2 月 「Society5.0 時代を支える未来の体育実践発表会」にて研究発表 

 

４．代表的な実践 

①課題提示場面での主な実践 

・第 5学年＿ボール運動：ゴール型「バスケットボール」 

チームで活動するボール運動では、前時のチームの課題とな

った動画を見て振り返ることから学習をスタートしている。教

師は「どうしたらボールをゴールまで運べるのかな？」と発問

を投げかけて、前時のゲームの様相から「パスがつながって前

線にボールが運べた」動画と、「パスがつながらなかった」動画

を見比べた。子供は「ボール保持者よりボールを持っていない

人が前に行く」ことや、「コートを広く使う」とボールがつながりやすいことに気付いてい

った。教師が戦術的な気付きを促す発問をして、子供は実際の自分たちのプレーから課題

を見付けていった。「生」の動画は子供にとって腑に落ちる課題となり、自ら課題を見つけ

ることに有効であった。 

 

②問題解決場面での主な実践 

・第 6学年＿陸上運動：リレー「2サークルリレー」 

「前の人の速さを受け継いでチームでベストタイムを目指そ

う！」という単元テーマのもと、減速の少ないバトンパスをす

るためにどうすればよいかを課題とした。チームの中でバトン

を渡す人と受け取る人のタイミングをタブレットで撮影して、

声を掛け合いながら問題を解決していった。子供はバトンを渡

す時の腕の位置や手の向きよりも、「受け取る側のスタートのタイミング」の重要性に ICT

を介して気付いていった。リレーが終わるごとにチームですぐに円になり、バトンの受け

渡しのタイミングを重点的に見ていった。そして、一人一人に合ったスタートのタイミン

グを見つけるために自分たちで練習を始めた。このように、問題を子供自らが見つけるこ

とで、練習することに「必要感」が生まれ、問題を解決していった。 

 

③評価場面での主な実践 

・第 6学年＿ボール運動：ネット型「キャッチバレーボール」 

1 単位時間最後の振り返りでは、チームごとにデジタル作戦ボードを囲んで振り返りをし
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た。デジタル作戦ボードでは、駒を動かしながら自分た

ちのポジションを確認すると同時に話し合い活動をそ

のまま記録（録音時間 40 秒）して蓄積していった。学

習カードなどの記述式の文字を評価するのではなく、

「話し合いの過程」そのものを評価することで、教師も

認知学習を適切に評価することができた。 

 

④体育におけるタブレット通知表の作り方 

子供達は、上記の①②③のように、体育の学習中に「体育実技スキルアップ支援ソフト」（東

京書籍）を使用して、学習成果をタブレット上に記録していった。具体的には、問題解決場面で

運動パフォーマンスを動画や静止画で撮影し、学習の振り返りを音声記録する他、ホワイトボー

ドに書き込んだ作戦と話し合いの記録である。それらのデ

ータの中から学習者が自己評価、相互評価して、サーバー

にアップロードして蓄積していった。サーバーにアップロ

ードされたデータは、常に教室で閲覧できるようにしてあ

り、子供達が授業中や総合の時間、朝学習を使用しながら、

学習を振り返ったり、学習を共有したりした。 

次に、単元途中や単元末や学期末にはポートフォリオ検

討会を設定し、蓄積されたデータを用いながら、学習を振り返る時間を設定した。ポートフォリ

オ検討会は、教科横断的な視点から総合的な学習と関連づけて実施し、パソコン教室で一人一台

のパソコンを活用して実施した。 

まず、子供達がアップロードしたデータをもとに、評価

基準を創っていった。例えば、ボール運動「バスケットボ

ール」では、「チームでボールを前線に運ぶのに貢献してい

るか」という視点のもと、シュートが入った、入らなかっ

たのみではなく、パスをしたり、パスを受けるために走り

こんだりする動きも貢献していることを評価基準とした。 

子供達は、そのような評価基準に基づき、記録された学習成果を評価し、データを選択しなが

ら、自らの学びの成果を価値付けていった。そして、他者に自らの学習の履歴を表現するポート

フォリオを作成した。その後、パソコン上で、選択したデータに「題名」を入力し、一連の動画

として持ち帰り用のタブレットにデータを移し、自宅に持ち帰らせ、家庭内で保護者と共に評価

を行う時間を設けるようにさせた。 

 そして、このような体育で実践するメディアポートフォリオの実践をより一般化できるように

パンフレットを作成した（図 1・図 2）。パンフレットの表側は、本取組の成果や、メディアポ

ートフォリオについての説明を記載した。内側は「体育授業での活用方法」、「学びの成果の蓄積

方法」「家庭との共有方法」をまとめ、どの学校でも実践しやすいことを一番に念頭に置いてリ

ーフレットを作成した。 
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５、体育実践するメディアポートフォリオ HOW TOガイド 

 

図１ 体育実践するメディアポートフォリオ HOW TO ガイド（表） 

 

図２ 体育実践するメディアポートフォリオ HOW TO ガイド（裏） 
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６、保護者アンケートの考察 

 子供は体育の授業中に「問題提示場面」「課題解決場面」「評価場面」の３つの場面でタブレッ

トを活用していった。そして、成果物を蓄積した「タブレット通知表」を家庭に持ち帰り、子供・

保護者・教員で体育の学びを共有した。このタブレット通知表を共有する前と後では、保護者の

体育に関する認識がどのように変わったのかをアンケート調査した。結果は以下のとおりである。 

 

・調査対象：第 5・6・学年の保護者 91 名  

・調査方法：選択式及び自由記述 

・調査時期：タブレット通知表共有前（９月上旬）・タブレット通知表共有後（12 月中旬） 

 

タブレット通知表を共有後は子

供がどのように体育を学習してい

るか、「分かる」と答えた保護者が

６割、「どちらかといえば分かる」

と答えた保護者が３割と、肯定的に

回答している保護者が 9 割を超え

ている。共有前は「分かる」と回答した保護者が 2 割にも満たなかった。 

保護者の自由記述からは「とてもよい取り組みですね。普段の授業を見ることはできないです

し、学校公開でも毎回体育の授業があるわけではないので、親としては嬉しかったです。」「学校

公開で見るよりも、子供が体育を学習している流れが見えて、分かりやすいと思います。普段の

授業の様子や友達とのかかわりが見えました！」というように、学校公開で見るよりも、子供の

学びが分かりやすいという回答があった。 

 

 ②の「技能をどのように身に付

けたか」、③の「どのような態度で

学んだか」について「分かる」「ど

ちらかといえば分かる」と回答し

た保護者がタブレット通知表を共

有後は 9 割を超えている。共有前

はどちらも半数以下である。保護

者は今まで通知表で子供の体育の

評価を伝えられていたが、適切に

伝わっているとは言い難い値であ

る。しかし、共有後は適切に子供

が学んだことが伝わっていることが分かる。 

 ④の「どのような思考判断を育んだかわかりますか」、⑤の「体育の評価が適切にされている

ことがわかりますか」について、タブレット通知表共有後は約 8 割の保護者が肯定的に答えて

0% 20% 40% 60% 80% 100%

共有後

共有前

①子供が体育でどのように学習したか分かりますか？
分かる

どちらかとい

えば分かる

どちらかとい

えば分からな

い
分からない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

共有後

共有前

②子供がどのような技能を身に付けたか分かりますか？ 分かる

どちらかといえ

ば分かる

どちらかといえ

ば分からない

分からない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

共有後

共有前

③子供がどのような態度で学んだか分かりますか？ 分かる

どちらかといえ

ば分かる

どちらかといえ

ば分からない

分からない
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いる。しかし、②③の回答に比べ

ると低い結果であった。このこと

から、動画によって子供の技能は

適切に伝えることができたが、ど

のようなめあてを立てて、どのよ

うな課題を選んだかを、保護者に

伝えることが課題であることが分

かる。保護者の回答からも「子供

が体育の授業を受ける姿勢がよく

わかるのでとてもよいと思います。

ただ、子供が技能に取り組んでい

る動画ばかりなので、どんな課題

があって、その課題に取り組み、結果どうなったのかまで見られるとよいと思いました。」や「子

供が学んでいる様子はとてもよくわかり嬉しかったです。ただ、どのように評価しているのかは

基準がいまいち分かりませんでした。」と述べている。保護者に体育の評価を適切に伝えるため

には、これまで以上に「評価基準の共有」の方法が鍵になるであろう。 

 

⑥の質問から、今まで体育に関

心があまりなかった保護者も、タ

ブレット通知表を介して、体育の

話をしたことが分かる。保護者の

自由記述からも「今までは、こど

もからどんなことをやったかを聞

いて会話する程度でしたが、今回、タブレットを見ながら会話ができ、マットの時や逆上がりの

時、「こうするといいよ」とかアドバイスをした。ICT 機器を使用した取り組みとてもよいと思

います。」や「学校公開の体育の授業を見ているときよりも、動画に撮られたものを見る方が集

中して見ることができました。「ここが、こうだよ」という体育の話もお互いにしやすくなり、

分かりやすいです。家族で体育について話をするきっかけになりました。」など、タブレット通

知表を介して、子供と保護者で新しいコミュニケーションが創出されたことが分かる。 

 

６．おわりに 

 本研究の取り組みを通して、様々な領域での ICT の体育での活用場面を検証することができ

たと共に、タブレット通知表が保護者の体育評価の認識にどのような影響を与えるかが分かった。

そして、今後の課題として評価基準をどのように共有するかを検討する必要がある。それは、子

供たち一人一人が自分に適した課題をもつことが重要であることを示唆している。 

 今後共、この実践を重ねていき、課題となった部分を整理するとともに、作成したリーフレッ

トと共に、タブレット通知表を広めていきたい。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

共有後

共有前

⑤子供の体育の評価が適切にされていることが分かりま

すか？

分かる

どちらかといえ

ば分かる

どちらかといえ

ば分からない

分からない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

共有後

共有前

④子供がどのような思考判断を育んだか分かりますか？ 分かる

どちらかといえ

ば分かる

どちらかといえ

ば分からない

分からない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

共有後

共有前

⑥子供と体育の話をしたことがありますか？
ある

どちらかと

いえばある

どちらかと

いえばない

ない


